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ナショナルオープン最終予選における帯同キャディーの件 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は当協会の事業に格別のご高配を賜り厚く御

礼申し上げます。 

さて、本年度のナショナルオープン（日本オープン、日本女子オープン、日本シニアオープン）各選手権は、

秋口の開催を目指し、準備を進めているところでございます。コロナ禍の状況にもかかわらず、皆様の予選会

からの挑戦に心より敬意を表します。 

 予選会も含め、競技会の開催にあたっては選手の皆様はもちろんのこと、開催コースや、大会関係者を含め

た全ての方々の安全・安心を確保するために、主催者として感染症予防対策を取りながら進めなければなりま

せん。既に開催が進んでいる地区予選競技においても、5月に発表したガイドラインに準じて、選手を含めた

全ての関係者からの問診票の提出、競技会場における飛沫・接触感染対策を講じながら実施しております。 

 皆様が今後出場を予定されている最終予選競技も例外ではなく、感染予防対策を講じていく予定でござい

ますが、ここ数週間の大都市圏を中心とした感染症拡大の状況は、第 2 波を思わせるような状況が続いてお

り、最終予選以降の開催にもより一層の予防策が必要であると感じております。 

 この様な状況のなか、最終予選の開催にあたり、様々な安全対策を実施していく中で、当初予定していた帯

同キャディーの使用について、競技会場の感染リスクを少しでも下げるという観点から、競技規定の「キャデ

ィー」の項目を変更し、帯同キャディーの使用を禁止することとなりました。 

キャディーはプレー中にアドバイスやその他の援助を求めることのできる唯一の存在であり、選手にとりま

しても大変重要な存在であることは認識しております。また帯同キャディーの皆様におかれましても、相次ぐ

ゴルフイベントの中止の中、働く場を失っておられることは重々承知しておりますが、会場内の人数を極力減

らし、陽性者の発生リスクを少しでも下げ、ナショナルオープンを最後まで無事に開催、終了する事に注力す

るためにご理解をいただきたいと思います。 

 つきましては既にご提出を頂いている帯同キャディーの登録についてはすべて無効とさせていただき、全

ての選手は開催コースが用意するキャディーを共用で使用していただくことといたしますので、よろしくお

願いいたします。 

敬具 

 

記 

 

■競技規定の変更：競技規定 C-2項「キャディー」 

 

変更前 ： キャディーを帯同するプレーヤーは別途定めるキャディーに関する規約を遵守することを

条件とし、本競技での 帯同キャディーの使用を認める。参加申込書に記入の上申込むこと。 

 

変更後 ： ラウンド中、プレーヤーが委員会によって指定された者以外をキャディーとして使用する

ことを禁止する。 この条件の違反の罰は『ローカルルールひな型 H-1.2』を適用する。  

※なお、規則上は共用のキャディーとなります。 

以上 


